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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

６月28日 本校では、今年度より、総
合的な学習の時間のテーマを「SHINPO力
を発揮し、ふるさと宮古島の未来を切り
拓く」としています。宮古島の発展を考
える視点から宮古島の民間企業や行政機
関に課題（問い）を提供していただいた
り、生徒自ら課題を見いだしたりしなが
ら、探究的な学びを進めていくことを計
画しています。６月下旬には、宮古島商
工会議所や観光協会の定期総会において、総合的な学習の時間に
おける学びへの協力をお願いする機会をいただきました。
７月６日 宮Ｐ主催単Ｐソフトバ
レーボール大会が開催されました
本校ＰＴＡチームも保護者の皆さ
んと教職員での混成チームで参加
し、親睦を深めながら楽しいひと
時を過ごすことができました。
来年は、保護者の皆さんのさらなる参加を期待しています。

魅力ある学校づくりに向けて

４月９日に始まった令和７年度１学期も、終業式を迎えることとなりました。
今日は、まずは、ｉＰＳ細胞についてお話をします。ｉＰＳ細胞とは、心臓など
の臓器、脳や目の角膜等、それらを作る細胞に変わることのできる細胞です。
ですから、万能細胞とも呼ばれ再生医療の発展に大きく期待され、すでに目の角
膜再生や心臓や脳の修復では、その実用化に向け準備が進められています。
そのｉＰＳ細胞を作ることに、世界で初めて成功したのが、山中伸弥教授です。
その功績が称えられ、２０１２年にノーベル生理学・医学賞を受賞しています。
山中さんは、人生の中で二度の挫折を経験しています。整形外科医を目指していた山中さ
ん、手術が苦手で、仲間からも「ジャマナカ」と呼ばれていました。自分の手術の能力に限
界を感じた山中さんは挫折感を味わいながらも、研究者の道へ転向し、アメリカの大学に留
学しｉＰＳ細胞細胞をつくられるようになるまでの基礎を築きました。ですが、再び日本に
戻ってから研究が思うようにいかない時期が続き、心の病気になってしまいます。それでも
あきらめず約２０年研究を続けｉＰＳ細胞細胞を作製することに成功しました。
その山中さんが、若い世代の皆さんに贈る言葉として「失敗を恐れず、たくさんのことに挑戦せよ。」
「学びにおいては、好奇心と創造力がもっとも大切である」山中さんは、学生時代から様々なスポーツに挑戦
してきました。また、二度の挫折を乗り越えながら、創造力を大切にｉＰＳ細胞の研究に没頭してきました。
明日からの皆さんの夏休みを有意義なものにするためにも、山中さんが大切に
している挑戦と創造力をテーマに、２つのことにがんばってほしいと思います。
１つめ、総合的な学習の時間、２学期からは、宮古島がテーマになります。皆さ
んの総合での学び方（探究）と山中さんの研究の進め方というのは実は基本は同
じです。この夏休み、宮古島についての新聞記事を見たり、様々な情報にふれな
がら、どういうテーマにしていくか創造力を働かせてください。
２つめ、「夏を制する者は受験を制する」という言葉があります。３年生にとっては、まさに、この夏、主体
性を発揮して受験への挑戦が始まります。また、受験に限らず、夏を制する者は「３ポイントシュート」を制
する。夏を制する者は「漢検４級」を制する等、何か１つ主体性を発揮して、学びたいことや上手くなりたい、
得意になりたいことに、ぜひ「挑戦」してください。 ～令和７年度 第１学期終業式 校長式辞より～

1学期終業式 「挑戦」と「創造力」で夏休みを有意義に

★平良中いじめゼロ宣言★
①私たちは人が嫌な気持ちになるような行動はしません
そのために,相手を思いやり発言する前に1回考えて発言します

②私たちは困っている人を見て見ぬふりをしません
そのために相手を思いやった行動をします
③私たちはSNSでもいじめをしません
そのために適切な言葉を選んでから送信します
④私たちは争いごとを長引かせません 。
そのためにすぐ謝るという平和的解決策をとります

６月１７日 生徒会では 「みんなが過ごしやすく、安心できる学校にする」ため、
各学級、代議員会を通して下記の宣言内容がまとめられました。生徒集会にお
いて「平良中いじめゼロ宣言」が執行部より発表され、具体的にいじめ防止に
向けた取組も実施されています。学期末には、「ポイントハンター」の第一弾
「宝探し」が行われ、兄弟学級で大いに盛り上がりました。素晴らしい取組です。

宮古島商工会議所 議員総会


